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北
区
の「
ら
し
さ
」
を
大
切
に 

し
な
が
ら
新
た
な
文
化
芸
術
の 

 

価
値
を
創
造
す
る



田
端
文
士
芸
術
家
村
の

記
憶
を
未
来
へ

田
端
で
活
躍
し
た
文
士
と
芸
術
家
の
功
績

を
通
じ
て
「
田
端
文
士
芸
術
家
村
」
の
歴
史

を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
11
月
、
田
端
文
士

村
記
念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
田
端
駅
か
ら

歩
い
て
す
ぐ
、
無
料
で
入
館
で
き
る
の
も
魅

力
で
す
。

田
端
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
当
時
の
遺
構
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
同
館
で
は
田
端
ゆ
か
り
の
文

士
・
芸
術
家
の
作
品
、
原
稿
、
書
簡
等
の
収

蔵
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
著
名
人
や
遺

族
を
招
い
た
講
演
会
、
研
究
員
に
よ
る
文
学

散
歩
な
ど
の
催
し
を
開
催
し
、
そ
の
業
績
や

暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
顕

彰
し
て
い
る
文
士
・
芸
術
家
は
１
０
０
名
以

上
、
収
蔵
品
は
研
究
書
も
含
め
る
と
約

８
０
０
０
点
。
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
や
、

作
家
の
直
筆
原
稿
、
初
版
本
の
ほ
か
、
童

謡
・
挿
絵
・
漫
画
な
ど
の
作
品
も
あ
り
ま

す
。
漫
画
家
・
田
河
水
泡
の
田
端
時
代
に
連

載
が
始
ま
っ
た
「
の
ら
く
ろ
」
は
、
初
版
本

の
絵
柄
か
ら
田
端
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
「
芥
川
龍
之
介 

余
暇
の
た
の
し
み
～
趣
味
で
つ
な
が
る
田
端

人
た
ち
」
と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
中
（
令

和
８
年
２
月
１
日
ま
で
）
で
、
初
公
開
と
な

る
芥
川
の
愛
蔵
品
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

企
画
展
は
年
に
３
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
芥

川
が
田
端
で
暮
ら
し
た
家
の
復
元
模
型
（
30

分
の
１
ス
ケ
ー
ル
）、
板
谷
波
山
の
陶
芸
窯

の
煙
突
の
一
部
、
年
表
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
田
端
の
自
宅

で
撮
影
さ
れ
た
芥
川
の
貴
重
な
映
像
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。

令
和
９
年
度
、国
内
初
と
な
る

芥
川
龍
之
介
の
記
念
館
が
開
館

芥
川
ゆ
か
り
の
地
は
、
中
央
区
明
石
町
、

両
国
、
新
宿
、
鎌
倉
な
ど
各
地
に
あ
り
ま
す

が
、
芥
川
の
名
を
冠
し
た
顕
彰
施
設
は
国
内

初
と
な
り
ま
す
。

「（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
」
の
建
設

予
定
地
は
、
芥
川
が
東
京
帝
国
大
学
の
学
生

で
あ
っ
た
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら
亡

く
な
る
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
ま
で
の
ほ

と
ん
ど
を
過
ご
し
た
北
区
田
端
１
丁
目
20
番

地
に
あ
る
旧
居
跡
で
す
。
芥
川
亡
き
後
も
遺

族
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
転
居
。
そ

の
後
、
旧
居
跡
に
は
集
合
住
宅
１
棟
と
個
人

住
宅
２
棟
が
建
ち
、
う
ち
１
棟
が
売
却
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
、
北
区
が
そ
の
土
地
を
購
入
し
、
記
念
館

の
建
設
を
表
明
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か

ら
基
本
設
計
・
実
施
設
計
、
同
７
年
度
か
ら

新
築
工
事
が
始
ま
り
、
同
９
年
度
に
開
館
す

る
予
定
で
す
。
記
念
館
で
は
、
芥
川
が
数
々

の
名
作
を
生
み
出
し
た
書
斎
を
筆
記
具
や
文

机
、
蔵
書
な
ど
、
現
存
す
る
資
料
を
基
に
可

能
な
限
り
忠
実
に
再
現
し
ま
す
。
来
館
者
は

再
現
さ
れ
た
書
斎
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
芥

川
の
生
き
た
時
代
を
「
体
感
（
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
）」

し
て
楽
し
め
ま
す
。

区
で
は
書
斎
再
現
の
た
め
、
令
和
６
年
度

よ
り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
寄
附
実
績
は
、

寄
附
件
数
２
２
９
件
、
寄
附
金
額
６
９
９
万

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

も
目
標
金
額
５
０
０
万
円
で
実
施
中
で
す
。
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芥川龍之介「田端の家」復元模型　田端文士村記念館提供

芥川龍之介の随筆 
「上海游記」の原稿

クラウドファンディングの返礼品の
一筆せん（上）と手ぬぐい（下 )

田端文士村記念館
北区田端6-1-2
開館時間：10時〜17時（入館は16時30分まで）
休館日：月曜/祝日の翌日/年末年始ほか
＊詳細はホームページ、X（旧Twitter）に
入館料：無料
JR京浜東北線・山手線田端駅北口より徒歩2分

北区

文
化
芸
術
活
動
の
推
進
を
図
る

北
区
文
化
芸
術
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０

北
区
は
平
成
16
年
度
に
区
の
文
化
芸
術
振

興
施
策
の
基
本
と
な
る
「
北
区
文
化
芸
術
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
文
化
芸
術
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、
区
の
文
化
芸
術

活
動
の
一
層
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
７
月
、「
東

京
都
北
区
文
化
芸
術
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基

本
理
念
と
基
本
目
標
の
文
言
に
も
あ
る
よ
う

に
、「
わ
た
し
た
ち
の
国
や
地
域
が
育
て
た

固
有
の
文
化
を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
し
て

い
く
」（
基
本
理
念
よ
り
）、「
区
内
外
に
北

区
ら
し
い
文
化
芸
術
を
発
信
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
力
を
向
上
」（
基
本
目
標
よ
り
）
等
、

地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
重
き
を
お
い
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
士
と
芸
術
家
の

息
づ
く
ま
ち 
田
端

田
端
は
明
治
中
頃
ま
で
は
田
畑
が
広
が
る

農
村
地
帯
で
し
た
が
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
、
上
野
に
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
藝

術
大
学
）
が
開
校
さ
れ
る
と
、
次
第
に
若
い

芸
術
家
た
ち
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
に
小
杉
放
庵

（
画
家
）、
同
36
（
１
９
０
３
）
年
に
板
谷
波

山
（
陶
芸
家
）、
同
40
（
１
９
０
７
）
年
に

吉
田
三
郎
（
彫
刻
家
）
が
移
り
住
み
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、「
東
京
美
術
学
校
に
近

く
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
か
っ
た
」

「
閑
静
な
土
地
が
創
作
の
場
に
適
し
て
い
た
」

「
仲
間
を
慕
っ
て
移
住
し
た
」
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
人
が
人
を
呼
ん
で
芸
術
家
が
続
々

と
転
入
し
、
画
家
を
中
心
と
し
た
社
交
場
も

誕
生
す
る
な
ど
、
さ
な
が
ら
芸
術
家
村
の
よ

う
で
し
た
。

そ
の
後
の
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
、
芥

川
龍
之
介
（
小
説
家
）
の
転
入
に
よ
っ
て
転

機
が
訪
れ
ま
す
。
芥
川
は
東
京
帝

国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
の
学

生
で
家
族
と
と
も
に
新
宿
か
ら
田

端
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
大
正
５

（
１
９
１
６
）
年
に
は
吉
田
三
郎

を
慕
っ
て
同
郷
の
室
生
犀
星
（
詩

人
・
小
説
家
）
も
住
み
、
芥
川
と

室
生
の
２
人
は
競
う
よ
う
に
作
品

を
発
表
し
、
名
声
を
高
め
ま
す
。
そ
れ
に
連

な
る
よ
う
に
同
時
代
の
作
家
・
菊
池
寛
、
堀

辰
雄
、
萩
原
朔
太
郎
ら
も
居
を
構
え
、
大
正

か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
田

端
は
、
文
士
村

の
側
面
も
持
つ

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

区
ゆ
か
り
の
文
化
資
源
の
活
用
と
発
信

北
区
に
は
著
名
な
文
士
や
芸
術
家
が
暮
ら
し
た
田
端
文
士
芸
術
家
村
、日
本
一
の
大
き
さ
を
誇
る
貝
塚
な
ど
の
文
化

資
源
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、文
化
芸
術
活
動
拠
点
も
あ
り
、音
楽
や
演
劇
等
の
活
動
の
場
と
し
て
区
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
す
。区
で
は「
東
京
都
北
区
文
化
芸
術
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」に
基
づ
き
、北
区
ら
し
い
文
化
芸
術
活
動
の

一
層
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。令
和
９
年
度
に
は
、区
ゆ
か
り
の
小
説
家・芥
川
龍
之
介
の
記
念
館
が
開
館
予
定
で
す
。

北
区
の
「
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら

新
た
な
文
化
芸
術
の
価
値
を
創
造
す
る
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東京美術学校校舎
『東京美術学校一覧 従大正 2 年至 3 年』
国立国会図書館デジタルコレクションより

芥川龍之介
国立国会図書館「近代
日本人の肖像」より

工房で制作する 
板谷波山

田端文士村記念館提供

堀辰雄
国立国会図書館

「近代日本人の肖像」より

アトリエで制作中の
吉田三郎

田端文士村記念館提供
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田
端
文
士
芸
術
家
村
の

記
憶
を
未
来
へ

田
端
で
活
躍
し
た
文
士
と
芸
術
家
の
功
績

を
通
じ
て
「
田
端
文
士
芸
術
家
村
」
の
歴
史

を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
11
月
、
田
端
文
士

村
記
念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
田
端
駅
か
ら

歩
い
て
す
ぐ
、
無
料
で
入
館
で
き
る
の
も
魅

力
で
す
。

田
端
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
当
時
の
遺
構
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
同
館
で
は
田
端
ゆ
か
り
の
文

士
・
芸
術
家
の
作
品
、
原
稿
、
書
簡
等
の
収

蔵
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
著
名
人
や
遺

族
を
招
い
た
講
演
会
、
研
究
員
に
よ
る
文
学

散
歩
な
ど
の
催
し
を
開
催
し
、
そ
の
業
績
や

暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
顕

彰
し
て
い
る
文
士
・
芸
術
家
は
１
０
０
名
以

上
、
収
蔵
品
は
研
究
書
も
含
め
る
と
約

８
０
０
０
点
。
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
や
、

作
家
の
直
筆
原
稿
、
初
版
本
の
ほ
か
、
童

謡
・
挿
絵
・
漫
画
な
ど
の
作
品
も
あ
り
ま

す
。
漫
画
家
・
田
河
水
泡
の
田
端
時
代
に
連

載
が
始
ま
っ
た
「
の
ら
く
ろ
」
は
、
初
版
本

の
絵
柄
か
ら
田
端
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
「
芥
川
龍
之
介 

余
暇
の
た
の
し
み
～
趣
味
で
つ
な
が
る
田
端

人
た
ち
」
と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
中
（
令

和
８
年
２
月
１
日
ま
で
）
で
、
初
公
開
と
な

る
芥
川
の
愛
蔵
品
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

企
画
展
は
年
に
３
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
芥

川
が
田
端
で
暮
ら
し
た
家
の
復
元
模
型
（
30

分
の
１
ス
ケ
ー
ル
）、
板
谷
波
山
の
陶
芸
窯

の
煙
突
の
一
部
、
年
表
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
田
端
の
自
宅

で
撮
影
さ
れ
た
芥
川
の
貴
重
な
映
像
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。

令
和
９
年
度
、国
内
初
と
な
る

芥
川
龍
之
介
の
記
念
館
が
開
館

芥
川
ゆ
か
り
の
地
は
、
中
央
区
明
石
町
、

両
国
、
新
宿
、
鎌
倉
な
ど
各
地
に
あ
り
ま
す

が
、
芥
川
の
名
を
冠
し
た
顕
彰
施
設
は
国
内

初
と
な
り
ま
す
。

「（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
」
の
建
設

予
定
地
は
、
芥
川
が
東
京
帝
国
大
学
の
学
生

で
あ
っ
た
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら
亡

く
な
る
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
ま
で
の
ほ

と
ん
ど
を
過
ご
し
た
北
区
田
端
１
丁
目
20
番

地
に
あ
る
旧
居
跡
で
す
。
芥
川
亡
き
後
も
遺

族
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
転
居
。
そ

の
後
、
旧
居
跡
に
は
集
合
住
宅
１
棟
と
個
人

住
宅
２
棟
が
建
ち
、
う
ち
１
棟
が
売
却
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
、
北
区
が
そ
の
土
地
を
購
入
し
、
記
念
館

の
建
設
を
表
明
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か

ら
基
本
設
計
・
実
施
設
計
、
同
７
年
度
か
ら

新
築
工
事
が
始
ま
り
、
同
９
年
度
に
開
館
す

る
予
定
で
す
。
記
念
館
で
は
、
芥
川
が
数
々

の
名
作
を
生
み
出
し
た
書
斎
を
筆
記
具
や
文

机
、
蔵
書
な
ど
、
現
存
す
る
資
料
を
基
に
可

能
な
限
り
忠
実
に
再
現
し
ま
す
。
来
館
者
は

再
現
さ
れ
た
書
斎
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
芥

川
の
生
き
た
時
代
を
「
体
感
（
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
）」

し
て
楽
し
め
ま
す
。

区
で
は
書
斎
再
現
の
た
め
、
令
和
６
年
度

よ
り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
寄
附
実
績
は
、

寄
附
件
数
２
２
９
件
、
寄
附
金
額
６
９
９
万

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

も
目
標
金
額
５
０
０
万
円
で
実
施
中
で
す
。
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芥川龍之介「田端の家」復元模型　田端文士村記念館提供

芥川龍之介の随筆 
「上海游記」の原稿

クラウドファンディングの返礼品の
一筆せん（上）と手ぬぐい（下 )

田端文士村記念館
北区田端6-1-2
開館時間：10時〜17時（入館は16時30分まで）
休館日：月曜/祝日の翌日/年末年始ほか
＊詳細はホームページ、X（旧Twitter）に
入館料：無料
JR京浜東北線・山手線田端駅北口より徒歩2分

北区

3



歴
史
的
文
化
の
活
用
と
継
承 

―
史
跡
中
里
貝
塚
―

最
大
厚
さ
４
・
５
ｍ
の
貝
層
が

広
が
る
巨
大
な
史
跡
中
里
貝
塚

北
区
に
は
、
Ｊ
Ｒ
上
中
里
駅
と
田
端
駅
の

間
に
大
型
の
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。
平
成
８

（
１
９
９
６
）
年
の
発
掘
調
査
を
契
機
に
、

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
中
期
か

ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
、
当
時
の
海
岸
線
に

形
成
さ
れ
た
大
型
の
貝
塚
で
、
最
大
で
厚
さ

４
・
５
ｍ
に
も
な
る
貝
層
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
焼
石
を
投
入
し
て
水
を
沸
騰
さ
せ
て
貝

の
む
き
身
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
や

焚
き
火
跡
、
木
道
な
ど
も
確
認
さ
れ
、
生
産

さ
れ
た
大
量
の
干
し
貝
は
内
陸
へ
供
給
さ
れ

た
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
縄
文
時
代
の
生

産
、
社
会
的
分
業
、
社
会
の
仕
組
み
を
考
え

る
う
え
で
重
要
で
あ

る
と
し
て
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
に
史
跡
指
定
地
の

隣
接
地
に
お
い
て
追

加
指
定
を
行
い
、
史

跡
の
保
護
を
図
っ
て

い
ま
す
。

史
跡
指
定
地
は
「
中
里
貝
塚
史
跡
広
場
」

と
「
上
中
里
２
丁
目
広
場
」
と
し
て
暫
定
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
整

備
活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
区
で
は
、
中
里
貝
塚
の
歴
史
的
価
値

を
高
め
、
史
跡
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

に
「
史
跡
中
里
貝
塚
保
存
活
用
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
結
果
等
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
本

質
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
保
存
管
理
・
活

用
し
て
い
く
た
め
の
基
本
方
針
や
方
法
等
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

史
跡
中
里
貝
塚
保
存
活
用
計
画

実
現
に
向
け
た
整
備
基
本
計
画

史
跡
中
里
貝
塚
保
存
活
用
計
画
で
は
、
保

存
管
理
計
画
と
し
て
、
推
定
さ
れ
る
貝
塚
の

範
囲
を
地
区
区
分
し
、
区
分
ご
と
の
取
扱
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
史
跡
指
定
地
を
Ａ
区
、

２
カ
所
の
史
跡
指
定
地
に
挟
ま
れ
た
「
保
護

を
要
す
る
範
囲
」
を
Ｂ
区
、
Ａ
区
に
隣
接
す

る
「
保
護
を
要
す
る
範
囲
に
準
ず
る
地
区
」

を
Ｃ
区
、
貝
層
の
中
心
部
分
か
ら
や
や
離
れ

て
い
る
が
貝
層
や
遺
構
の
存
在
が
想
定
さ
れ

る
「
可
能
な
限
り
地
下
遺
構
の
適
切
な
保
全

を
図
る
地
区
」
を
Ｄ
区
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
の
範
囲
外
だ
が
資
料
等
か
ら
貝
層
の
分
布

が
想
定
さ
れ
る
「
機
会
が
あ
れ
ば
地
下
遺
構

の
状
況
把
握
に

努
め
る
地
区
」

を
Ｅ
区
と
ラ
ン

ク
づ
け
し
て
い

ま
す
。

史
跡
指
定
地

（
Ａ
区
）
を
中

心
と
し
た
保
存

活
用
計
画
に
示

し
た
整
備
の
基

本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な

整
備
方
針
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
３
月
に
「
史
跡
中

里
貝
塚
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
中
里
貝
塚
の
本
質
的
価
値
を
顕
在
化
さ

せ
、
史
跡
を
感
じ
、
伝
え
、
つ
な
い
で
い
く

こ
と
で
、
史
跡
を
確
実
に
保
存
し
、
次
世
代

へ
と
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、

遺
存
状
況
の
良
い
遺
構
の
表
現
方
法
や
遺
存

状
況
の
芳
し
く
な
い
遺
構
の
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
等

と
連
動
し
た
復
元
模
型
の
展
示
等
、
整
備
案

を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
左
が
中
里
貝
塚
史

跡
広
場
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。
現
在
、

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
令
和
９
年
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
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中里貝塚史跡広場完成イメージ図

史跡指定地

保存管理計画図

平成８年調査時の中里貝塚

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

旧
中
学
校
校
舎
を
改
修
し
た

北
区
文
化
芸
術
活
動
拠
点

区
境
に
近
い
マ
ン
モ
ス
団
地
の
豊
島
五
丁

目
団
地
に
隣
接
し
て
文
化
芸
術
活
動
を
応

援
す
る
施
設
「
北
区
文
化
芸
術
活
動
拠
点

（
コ
コ
キ
タ
）」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
４
月
、「
文
化
の
創
造
と

人
々
の
交
流
を
育
む
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
旧
豊
島
北
中
学
校
校
舎
を
改
修
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
設
置
者
は
東
京
都
北
区
、
管

理
は
公
益
財
団
法
人
北
区
文
化
振
興
財
団
が

行
っ
て
い
ま
す
。「
コ
コ
キ
タ
」
と
は
区
民

投
票
で
選
ば
れ
た
愛
称
で
、「
北
区
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
に
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
々
と
し
た
館
内
に
は
音
楽
や
ダ
ン
ス
、

演
劇
の
練
習
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
創
作
活
動
が
行
え
る
ス
タ
ジ
オ
や
ア
ト

リ
エ
、
稽
古
場
、
作
品
を
展
示
で
き
る
オ
ー

プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
防
音
設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
大
勢

で
の
ダ
ン
ス
の
練
習
や
大
音
響
で
の
楽
器
演

奏
も
可
能
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設
置

さ
れ
た
ス
タ
ジ
オ
が
３
室
、
公
演
な
ど
の
リ

ハ
ー
サ
ル
に
も
使
え
る
１
２
６
㎡
の
広
い
ス

タ
ジ
オ
も
あ
り
ま
す
。

利
用
者
は
中
高
生
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま

で
と
幅
広
く
、
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
高
生
は
利

用
料
無
料
。
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
コ
コ
キ

タ
か
ら
発
信
す
る
北
区
版
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ

ン
ク
と
い
う
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
12
月
に「
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り
」を
開
催

し
、
施
設
全
体
を
開
放
し
て
多
く
の
人
た
ち

が
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

来
年
（
令
和
８
年
）
３
月
に
は

予
約
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
取
り
入
れ
、
よ

り
利
便
性
の
高
い
施
設
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

区
民
グ
ル
ー
プ
運
営
に
よ
る

ラ
ン
チ
が
人
気
の
カ
フ
ェ

コ
コ
キ
タ
の
入
口
正
面
に
あ
る
「
カ
フ
ェ

ぱ
れ
っ
と
」
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み

物
と
軽
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
運
営
は
北

区
栄
養
グ
ル
ー
プ
食
彩
。
北
区
の
女
性
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
約
20
人
で
構
成
さ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
地
域
の
高
齢
者
の
た
め

の
ふ
れ
あ
い
食
事
会
や
区
の
催
事
等
に
ブ
ー

ス
を
出
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
食
を
通
し
て

「
心
の
栄
養
、
か
ら
だ
の
栄
養
」
の
大
切
さ

を
伝
え
広
げ
る
食
育
活
動
を
展
開
中
で
す
。

ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
の
日
替
わ
り
ラ

ン
チ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
用
い
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
と
彩
り
の
多
彩
さ
が
好
評
で
、
コ

コ
キ
タ
の
利
用
者
や
近
隣
住
民
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に

北
区
の
文
化
芸
術
活
動
を
推
進

北
区
で
は
、「
だ
れ
も
が 
い
き
い
き
と
活

動
で
き
る 

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち 

北
区
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、「
つ
く
る
」（
個
性
的
な

文
化
の
創
造
を
促
進
す
る
）、「
そ
だ
つ
」（
す

べ
て
の
区
民
が
主
役
に
な
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
）、「
ひ
ろ
が
る
」（
文
化
の
発
信
及
び
機
会

の
充
実
）、「
つ
な
が
る
」（
多
く
の
人
が
と
も

に
文
化
に
関
わ
る
）
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た
田
端
文
士

村
記
念
館
、（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
、

史
跡
中
里
貝
塚
、
コ
コ
キ
タ
は
、
そ
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
文
化
芸
術
活
動
を
応
援 

―
ココ
キ
タ
―

北区文化芸術活動拠点（ココキタ）

北区豊島5-3-13
開館時間：9時〜21時
休館日：��月曜日（休日の場合は直後の休日でな

い日）、年末年始
JR・メトロ王子駅よりバス豊島六丁目または豊
島五丁目団地下車徒歩3分
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ホームページは
こちらから

ココキタ

カフェぱれっと
営業時間：11時〜14時
定休日：��日・月・木曜、祝日、年末年始。

臨時休業日あり

活動風景

音楽スタジオ

北区
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旧
中
学
校
校
舎
を
改
修
し
た

北
区
文
化
芸
術
活
動
拠
点

区
境
に
近
い
マ
ン
モ
ス
団
地
の
豊
島
五
丁

目
団
地
に
隣
接
し
て
文
化
芸
術
活
動
を
応

援
す
る
施
設
「
北
区
文
化
芸
術
活
動
拠
点

（
コ
コ
キ
タ
）」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
４
月
、「
文
化
の
創
造
と

人
々
の
交
流
を
育
む
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
旧
豊
島
北
中
学
校
校
舎
を
改
修
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
設
置
者
は
東
京
都
北
区
、
管

理
は
公
益
財
団
法
人
北
区
文
化
振
興
財
団
が

行
っ
て
い
ま
す
。「
コ
コ
キ
タ
」
と
は
区
民

投
票
で
選
ば
れ
た
愛
称
で
、「
北
区
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
に
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
々
と
し
た
館
内
に
は
音
楽
や
ダ
ン
ス
、

演
劇
の
練
習
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
創
作
活
動
が
行
え
る
ス
タ
ジ
オ
や
ア
ト

リ
エ
、
稽
古
場
、
作
品
を
展
示
で
き
る
オ
ー

プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
防
音
設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
大
勢

で
の
ダ
ン
ス
の
練
習
や
大
音
響
で
の
楽
器
演

奏
も
可
能
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設
置

さ
れ
た
ス
タ
ジ
オ
が
３
室
、
公
演
な
ど
の
リ

ハ
ー
サ
ル
に
も
使
え
る
１
２
６
㎡
の
広
い
ス

タ
ジ
オ
も
あ
り
ま
す
。

利
用
者
は
中
高
生
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま

で
と
幅
広
く
、
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
高
生
は
利

用
料
無
料
。
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
コ
コ
キ

タ
か
ら
発
信
す
る
北
区
版
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ

ン
ク
と
い
う
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
12
月
に「
コ
コ
キ
タ
ま
つ
り
」を
開
催

し
、
施
設
全
体
を
開
放
し
て
多
く
の
人
た
ち

が
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

来
年
（
令
和
８
年
）
３
月
に
は

予
約
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
取
り
入
れ
、
よ

り
利
便
性
の
高
い
施
設
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

区
民
グ
ル
ー
プ
運
営
に
よ
る

ラ
ン
チ
が
人
気
の
カ
フ
ェ

コ
コ
キ
タ
の
入
口
正
面
に
あ
る
「
カ
フ
ェ

ぱ
れ
っ
と
」
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み

物
と
軽
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
運
営
は
北

区
栄
養
グ
ル
ー
プ
食
彩
。
北
区
の
女
性
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
約
20
人
で
構
成
さ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
地
域
の
高
齢
者
の
た
め

の
ふ
れ
あ
い
食
事
会
や
区
の
催
事
等
に
ブ
ー

ス
を
出
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
食
を
通
し
て

「
心
の
栄
養
、
か
ら
だ
の
栄
養
」
の
大
切
さ

を
伝
え
広
げ
る
食
育
活
動
を
展
開
中
で
す
。

ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
の
日
替
わ
り
ラ

ン
チ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
用
い
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
と
彩
り
の
多
彩
さ
が
好
評
で
、
コ

コ
キ
タ
の
利
用
者
や
近
隣
住
民
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に

北
区
の
文
化
芸
術
活
動
を
推
進

北
区
で
は
、「
だ
れ
も
が 

い
き
い
き
と
活

動
で
き
る 

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち 

北
区
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、「
つ
く
る
」（
個
性
的
な

文
化
の
創
造
を
促
進
す
る
）、「
そ
だ
つ
」（
す

べ
て
の
区
民
が
主
役
に
な
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
）、「
ひ
ろ
が
る
」（
文
化
の
発
信
及
び
機
会

の
充
実
）、「
つ
な
が
る
」（
多
く
の
人
が
と
も

に
文
化
に
関
わ
る
）
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た
田
端
文
士

村
記
念
館
、（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
、

史
跡
中
里
貝
塚
、
コ
コ
キ
タ
は
、
そ
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
文
化
芸
術
活
動
を
応
援 

―
ココ
キ
タ
―

北区文化芸術活動拠点（ココキタ）

北区豊島5-3-13
開館時間：9時〜21時
休館日：��月曜日（休日の場合は直後の休日でな

い日）、年末年始
JR・メトロ王子駅よりバス豊島六丁目または豊
島五丁目団地下車徒歩3分

下版 _巻頭特集 429� 25/11/28

ホームページは
こちらから

ココキタ

カフェぱれっと
営業時間：11時〜14時
定休日：��日・月・木曜、祝日、年末年始。

臨時休業日あり

活動風景

音楽スタジオ

北区

5
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令
和
8
年
度
都
区
財
政
調
整
に
関
す

る
区
側
提
案
事
項
が
、
11
月
14
日
（
金
）

の
特
別
区
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
提
案
事
項
は
、
都
側
か
ら
出

さ
れ
た
提
案
事
項
と
と
も
に
、
12
月
2

日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
都
区
財
政
調

整
協
議
会
に
示
さ
れ
、
同
協
議
会
幹
事

会
に
具
体
的
検
討
を
行
う
よ
う
下
命
さ

れ
ま
し
た
。

一　

検
討
の
経
過

特
別
区
長
会
は
、
本
年
6
月
に
来
年

度
の
都
区
財
政
調
整
に
向
け
た
基
本
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
現
行
算
定
の
妥
当
性
を
検

証
し
、
特
別
区
の
実
態
に
見
合
っ
た
算

定
に
改
め
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
・
普

遍
的
事
業
の
的
確
な
算

定
を
担
保
し
つ
つ
、
算

定
の
標
準
化
や
一
定
の

行
政
分
野
に
お
け
る
経

費
の
包
括
算
定
化
な

ど
、
各
区
の
自
主
性
が

担
保
さ
れ
る
算
定
方
法

へ
の
改
善
に
向
け
た
提

案
を
主
体
的
に
取
り
ま

と
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。提

案
は
、
こ
の
基
本

方
針
に
従
い
、
各
区
の

決
算
実
績
と
算
定
額
の

比
較
分
析
を
踏
ま
え
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
出
さ

れ
た
経
費
算
定
の
充

実
、
算
定
方
法
の
改
善

等
の
案
を
基
に
財
政
課
長
会
で
調
整

し
、
企
画
・
財
政
担
当
部
長
会
、
副
区

長
会
を
経
て
、
特
別
区
長
会
で
了
承
さ

れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
取
り
ま
と
め
で
は
、
標
準
区

経
費
の
見
直
し
と
し
て
、
43
項
目
、
個

別
検
討
項
目
と
し
て
、
2
項
目
を
提
案

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二　

区
側
提
案
事
項
の
内
容

今
回
の
提
案
で
は
、
①
大
規
模
な
税

制
改
正
や
、
都
区
の
役
割
分
担
の
変
更

等
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
影
響

額
を
見
極
め
た
う
え
で
、
特
別
区
に
必

要
な
需
要
額
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
配
分

割
合
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
②
投
資

的
経
費
の
見
直
し
に
伴
う
経
常
的
経
費

へ
の
反
映
な
ど
、
特
別
区
の
実
態
を
踏

ま
え
、
主
体
的
に
調
整
を
図
っ
た
区
側

提
案
を
基
本
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
都

と
区
で
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
特
別
区
の
需
要
を
含
め
、
当
該
年
度

の
あ
る
べ
き
需
要
が
適
切
に
算
定
さ
れ

る
よ
う
整
理
す
る
こ
と
、
③
特
別
交
付

金
、
都
市
計
画
交
付
金
に
つ
い
て
、
課

題
の
解
決
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

区
側
が
具
体
的
に
算
定
内
容
の
改
善

等
を
求
め
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎�

特
別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
標
準

区
経
費
の
見
直
し

・�

新
規
提
案
15
項
目
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
関
連
経
費
な
ど
）

・�

充
実
提
案
13
項
目
（
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
費
（
乳
幼
児
・
義
務
教
育

就
学
児
）
な
ど
）

・�

改
善
提
案
15
項
目
（
投
資
的
経
費
の

見
直
し
に
伴
う
経
常
的
経
費
へ
の
反

映
な
ど
）

・�

算
定
の
包
括
化
2
項
目
（
再
掲
）（
都

区
連
携
経
費
な
ど
）

◎
個
別
検
討
項
目
へ
の
対
応

・�

特
別
交
付
金

・�

都
市
計
画
交
付
金

な
お
、
都
側
か
ら
は
、
算
定
内
容
の

廃
止
・
縮
減
を
中
心
に
12
項
目
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
都
区
財
政
調
整
協
議
会
へ
の

報
告
に
向
け
、
同
幹
事
会
で
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令和8年度都区財政調整
区側提案事項について
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令
和
7
年
11
月
3
日
（
月
）
か
ら
7

日
（
金
）
ま
で
の
日
程
で
、
北
京
市
区

友
好
代
表
団
（
団
長 

杜
洪
悦 

西
城
区

副
区
長
）
一
行
8
名
が
訪
日
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
56
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
北
京
市
と
の
友
好
交
流
事
業
」
と

し
て
、
特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長

会
・
東
京
都
町
村
会
の
三
団
体
が
招
い

た
も
の
で
す
。

訪
日
2
日
目
に
開
催
さ
れ
た
三
団
体

主
催
の
交
流
会
で
は
、
特
別
区
長
会
会

長
（
吉
住
健
一
新
宿
区
長
）
が
代
表
し

て
、「
東
京
都
区
市
町
村
と
北
京
市
区

の
友
好
交
流
事
業
も
、
今
回
の
訪
日
で

合
計
40
回
を
数
え
、
両
都
市
の
友
好
関

係
を
深
め
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
古
の
言
葉
で
「
水
魚
の
交

わ
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
と
中
国
は
古
代
か
ら
交
流
が
あ

り
、
お
互
い
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

友
情
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
視

察
が
実
り
多
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
心

を
こ
め
て
お
も
て
な
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
交
流
会
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
行
し
、
中
国
大
使
館
公
使
を

含
め
日
中
参
会
者
の
親
睦
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。

訪
日
3
日
目
に
は
、
代
表
団
は
、
特

別
区
長
会
会
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た

め
、
新
宿
区
役
所
を
訪
れ
、
多
く
の
職

員
か
ら
拍
手
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
吉
住
新
宿
区
長
と
の
歓
談
の
中
で

は
、
新
宿
区
内
に
は
約
1
万
9
千
人
の

中
国
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
や
、
地

域
に
よ
っ
て
伝
統
と
最
先
端
が
混
在
し

た
ま
ち
で
あ
る
新
宿
区
の
魅
力
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
視
察
先
で
あ
る
「
新
宿
御

苑
」
に
場
所
を
移
し
、
新
宿
御
苑
の
成

り
立
ち
や
見
ど
こ
ろ
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
皇
室
ゆ
か
り
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
「
新
宿
御
苑
菊
花
壇

展
」
の
開
催
期
間
中
で
あ
り
、
最
も
美

し
く
花
壇
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
順
路
に
沿
っ
て

園
内
を
回
遊
し
ま
し
た
。
展
示
用
の
菊

花
は
一
年
以
上
を
か
け
て
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
代
表
団
も
一
つ
ひ
と
つ
の
花
壇

を
興
味
深
く
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
代
表
団
は
、
東
京
都
市

長
会
会
長
（
加
藤
育
男
福
生
市
長
）
及

び
東
京
都
町
村
会
会
長
（
師
岡
伸
公
奥

多
摩
町
長
）
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も

に
、
特
別
区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
6
日
（
木
）
の
午
後
か
ら
は
、

防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
神
奈
川
県
内
の

視
察
も
行
い
、
精
力
的
に
友
好
交
流
の

目
的
を
果
た
し
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

北京市区友好代表団が来日

神奈川県内の遊水地を視察 PiO PARK（羽田イノベーションシティ内）を視察

特別区長会会長を表敬訪問
三団体主催の交流会（代表団、来賓の駐日中国大使館公使、

特別区長会・東京都市長会・東京都町村会の各会長）
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特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
区
市
町
村
と
北
京
市

区
の
友
好
促
進
を
図
る
た
め
、
東
京
都
市
議
会
議
長
会
及

び
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
と
と
も
に
、
北
京
市
区
人
民

代
表
大
会
と
相
互
訪
問
交
流
を
1
9
8
3
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
19
回
目
の
訪
中
と
な
り
ま
す
。

三
議
長
会
で
組
織
す
る
友
好
代
表
団
一
行
10
名
（
団

長
：
渡
辺
ゆ
う
い
ち
会
長
・
品
川
区
議
会
議
長
）
が
、
10

月
27
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
5
日
間
、
北
京
市
及
び
上

海
市
を
訪
問
し
、
友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■�

北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
于う

軍ぐ
ん

副
主
任
と
会
見

友
好
代
表
団
一
行
は
、
訪
中
三
日
目
に
北
京
市
人
民
代

表
大
会
を
表
敬
訪
問
し
、
于
軍
副
主
任
と
の
会
見
に
臨
み

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
于
副
主
任
か
ら
、
歓
迎
の
言
葉
及
び
北
京

市
副
都
心
・
北
京
市
人
民
代
表
大
会
の
概
要
紹
介
の
後
、

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
北
京
市
は
、
東
京
都
と
の
友
好
都
市
関
係
を
大
変
重
要

視
し
て
い
る
。
今
後
の
両
都
市
の
協
力
深
化
に
向
け
て
い

く
つ
か
提
案
を
申
し
上
げ
た
い
。

1
点
目
は
、
両
都
市
の
姉
妹
都
市
関
係
を
更
に
深
化
さ

せ
、
各
分
野
で
の
基
本
実
務
協
力
を
拡
大
す
る
こ
と
。

東
京
都
は
北
京
市
の
最
初
の
国
際
姉
妹
都
市
で
あ
り
、

双
方
の
交
流
、
協
力
は
大
い
な
る
成
果
を
お
さ
め
た
。
北

京
と
東
京
は
中
日
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
首
都
と
し
て
、
両
国

の
地
方
交
流
を
先
導
し
模
範
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て

お
り
、
中
日
両
国
の
関
係
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

今
後
は
更
に
協
力
分
野
を
充
実
、
深
化
さ
せ
、
友
好
関

係
を
発
展
さ
せ
て
着
実
な
成
果
と
し
、
両
都
市
の
市
民
に

恩
恵
を
も
た
ら
す
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

2
点
目
は
、
両
都
市
の
議
会
間
の
交
流
を
更
に
強
め
、

都
市
発
展
の
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
。

北
京
市
と
東
京
都
は
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
以
来
、
各

レ
ベ
ル
の
交
流
を
緊
密
に
し
て
き
た
が
、
特
に
、
当
初
か

ら
現
在
ま
で
続
く
議
会
間
の
交
流
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
相
互
訪
問
な
ど
を
通
じ
、
双
方
の
理
解
と
信
頼
を
深

化
さ
せ
、
ま
た
両
都
市
の
市
民
の
間
の
友
情
を
強
固
に
さ

せ
る
と
信
じ
て
い
る
。
私
は
か
つ
て
海
淀
区
で
仕
事
を
し

た
経
験
が
あ
り
、
練
馬
区
と
の
交
流
を
経
験
し
て
い
る
。

組
織
的
な
交
流
の
ほ
か
区
民
と
も
親
交
を
持
ち
、
現
在
も

や
り
と
り
は
続
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
今
回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
東
京

都
の
各
エ
リ
ア
の
議
会
と
の
友
好
交
流
を
深
化
さ
せ
、
多

様
な
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

3
点
目
は
、
区
の
レ
ベ
ル
の
交
流
を
支
援
し
、
両
都
市

の
友
好
の
w
i
n

−w
i
n
の
基
盤
を
強
固
に
す
る
こ
と
。

1
9
8
0
年
代
か
ら
の
行
政
、
議
会
の
交
流
の
し
く
み

は
、
40
年
に
わ
た
り
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継
続

し
て
き
た
。
中
日
両
国
は
地
理
的
に
も
近
く
、
人
的
、
文

化
的
な
繋
が
り
も
深
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
両
都
市
の

区
の
レ
ベ
ル
の
交
流
を
更
に
増
進
し
、
よ
り
多
く
の
人
的

交
流
、
文
化
交
流
そ
し
て
実
務
的
協
力
を
更
に
増
進
さ
せ
、

両
都
市
市
民
の
相
互
理
解
と
友
情
を
推
し
進
め
、
中
日
両

国
人
民
の
世
代
に
渉
る
友
好
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
。

改
め
て
、
日
本
の
代
表
団
の
皆
様
の
ご
来
訪
に
、
熱
烈

な
歓
迎
の
意
を
表
し
た
い
。
皆
様
の
北
京
訪
問
が
実
り
多

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
健

勝
を
祈
念
し
て
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
す
る
。」

こ
れ
に
対
し
て
渡
辺
団
長
は
、
次
の
よ
う
な
答
礼
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
先
日
の
北
京
市
の
水
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
健
康
と
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

我
々
友
好
代
表
団
は
、
お
招
き
を
受
け
、
東
京
と
北
京

の
友
好
親
善
を
一
層
深
め
る
た
め
訪
問
し
た
。
我
々
の
訪

問
は
、
1
9
8
3
年
に
始
ま
り
今
回
で
19
回
目
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
間
、
両
都
市
の
友
好
関
係
は
、
歳
月
を
重

ね
る
ご
と
に
、
着
実
に
深
ま
り
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

我
々
は
両
都
市
が
様
々
な
分
野
で
交
流
の
歴
史
を
重
ね

て
、
そ
の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
に
益
々
繁
栄
す
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
同
士
の
交
流
、
協
力
、

特
に
子
ど
も
た
ち
、
若
者
を
中
心
と
し
た
交
流
は
、
ア
ニ

メ
や
音
楽
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
交
流
な
ど
色
々
な
可
能

性
を
有
し
て
お
り
、
未
来
に
向
け
た
よ
り
良
い
関
係
の
基

盤
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

先
ほ
ど
の
于
軍
先
生
の
言
葉
か
ら
理
解
と
友
情
を
深
め

た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
た
。
今
回
の
訪
問
は
短
い

期
間
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
方
々
と
友
好
交
歓
を
行
い
、

理
解
と
友
情
を
一
層
深
め
て
参
り
た
い
。」

■
友
好
代
表
団
の
視
察
及
び
交
流

訪
中
初
日
は
、
北
京
市
密
雲
区
を
訪
れ
、
電
気
自
動
車

の
生
産
ラ
イ
ン
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察
し
、
自
動
化
の
進
ん

だ
最
先
端
の
産
業
や
国
際
的
に
評
価
を
得
て
い
る
ワ
イ
ン

醸
造
に
関
す
る
知
見
を
得
た
の
ち
、
昨
年
度
の
訪
日
団
員

の
一
員
と
し
て
来
日
し
た
、
任
武
軍
密
雲
区
人
民
代
表
大

会
常
務
委
員
会
主
任
な
ど
幹
部
と
の
懇
談
に
臨
み
ま
し
た
。

2
日
目
午
前
は
、
故
宮
や
天
安
門
を
視
察
、
午
後
に
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
内
の
ロ
ボ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
訪
問
し
、
既

に
販
売
、
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
接
客
や
医
療
な
ど
様
々

な
用
途
の
ロ
ボ
ッ
ト
群
を
視
察
し
、
中
国
に
お
い
て
急
速
に

発
展
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
関
す
る
知
見
を
得
ま
し
た
。

3
日
目
は
、
北
京
市
副
都
心
（
通
州
区
）
に
赴
き
大
運

河
博
物
館
を
視
察
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大
運
河
に

関
わ
る
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
に
関
す
る
知
見
を
得
た
の

ち
、
北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
空
路
に
て
上
海
市
に
移
動
し
ま
し
た
。

4
日
目
は
、
午
前
に
上
海
市
人
民
代
表
大
会
を
表
敬
訪

問
し
た
後
、
明
代
の
庭
園
で
あ
る
豫
園
と
隣
接
し
て
整
備

さ
れ
た
大
規
模
商
業
施
設
で
あ
る
豫
園
商
城
を
訪
れ
、
旧

跡
及
び
周
辺
の
商
業
振
興
の
状
況
を
視
察
、
午
後
は
東
方

明
珠
タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
施
設
内
に
開
設
さ
れ
た
上
海
市
の

歴
史
を
辿
る
上
海
市
歴
史
発
展
陳
列
館
や
地
上
2
5
9
m

の
展
望
台
を
視
察
、
そ
の
後
に
黄
浦
江
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗

船
し
、
対
照
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
施
さ
れ
た
旧
租
界
地

で
あ
る
外
灘
地
区
の
歴
史
的
景
観
と
東
方
明
珠
タ
ワ
ー
に

代
表
さ
れ
る
浦
東
地
域
の
現
代
的
景
観
を
水
上
か
ら
視
察

し
ま
し
た
。

友
好
代
表
団
は
、
北
京
市
、
同
市
密
雲
区
そ
し
て
上
海

市
や
中
国
に
対
す
る
理
解
と
友
好
親
善
の
き
ず
な
を
深
め
、

5
日
目
の
最
終
日
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

東京都特別区・市・町村議会議長会
友好代表団が北京市等を訪問

会見する渡辺団長（左）と
北京市人大常務委員会于軍副主任（右）

北京市人大常務委員会表敬訪問での記念撮影

密雲区人大常務委員会幹部との懇談の様子
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11
月
14
日
（
金
）
に
第
6
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

令
和
7
年
度
上
半
期
事
業
報
告�

（
了
承
）

2�　

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況

の
定
期
報
告
（
令
和
7
年
5
月
～
令
和
7
年
10
月
）

に
つ
い
て�

（
了
承
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

蔵
書
点
検
期
間
と
年
末
年
始
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
休
館
中
は
、
資
料
の
貸
出
・
予
約
・

返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
末
最
終
開
館
日
は
閉
館
時
間
を
変
更
い
た

し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
蔵
書
点
検
期
間

　

令
和
7
年
12
月
15
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

令
和
7
年
12
月
20
日
（
土
）

▼
年
末
最
終
日
（
時
間
変
更
）

　

令
和
7
年
12
月
26
日
（
金
）
17
時
閉
館

▼
年
末
年
始

　

令
和
7
年
12
月
27
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

令
和
8
年
1
月
4
日
（
日
）

▼
全
館
停
電
に
伴
う
休
館

　

令
和
8
年
1
月
24
日
（
土
）

※
1
月
23
日
（
金
）
は
17
時
閉
館

【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

0‌

3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

11.14

会
長
区

■�

東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
の
御
礼
と

お
願
い
に
つ
い
て

■�

自
治
体
の
窓
口
業
務
に
お
け
る
郵
便
局
と
の
連
携
に
つ

い
て

■�

令
和
8
年
度
都
区
財
政
調
整
区
側
提
案
事
項
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
9
年
度
国
・
東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て

■�

東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議
会
（
五
者
協
）
の
協

議
事
項
に
つ
い
て

■�

令
和
8
・
9
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の
「
算

定
案
」
に
つ
い
て

■�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
（
11
月
5
日
開

催
）
報
告
に
つ
い
て

■
清
掃
事
業
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理
事
会
開
催
結
果
報

告
に
つ
い
て

■�

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ
い

て
■�

令
和
7
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

11.18

会
長
議

■�
令
和
7
年
度
第
6
回
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

理
事
会
議
決
結
果
に
つ
い
て

■
中
間
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

■
令
和
7
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
市
議
会
議
員
共
済
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

議
長
会
等
会
議
日
程
表
（
令
和
8
年
度
）（
案
）
に
つ

い
て

■�

令
和
8
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
の
選
任
の
考
え
方

（
案
）
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

■
吉
住
区
長
会
会
長
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
7
年
11
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
と
閉
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

令
和
7
年
度
　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
　

第
6
回
理
事
会
の
結
果

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）
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特別区全国連携プロジェクト
令和7年度魅力発信イベントを開催しました

令
和
7
年
11
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
各
地
域
の
自
治
体
の
魅
力
や
特
色
を
広
く
発
信
す
る
場
と
し
て
、
江

東
区
豊
洲
の
「
が
す
て
な
ー
に　

ガ
ス
の
科
学
館
」
に
て
令
和
7
年
度
魅
力
発
信
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
賛
同
自
治
体
を
含
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
物
産
展
、
自
治
体

P
R
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
行
い
、
2
日
間
で
の
べ
1
1
5
8
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
各
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先

�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
事
業
推
進
課

0‌
3
︱
5
2
1
0
︱
9
0
8
0

詳
し
く
は
、「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://collabo.tokyo-23city.or.jp/
（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

会
場
の
様
子
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
10
月
30
日
（
木
）、
令
和
7

年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・

短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
者
の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者

1
4
0
人
が
最
終
合
格

〈
合
格
者
数
〉

今
年
度
の
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者
数
は
、

1
4
0
人
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
と
比
較
し
、
同
数
と
な
り
ま
し
た
。

〈
合
格
率
〉

合
格
率
は
、
28
・
0
％
で
し
た
。
合
格
率
を
受
験
方

式
別
に
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
は
昨
年
度
比
1
・
8

ポ
イ
ン
ト
増
の
25
・
5
％
、
免
除
受
験
方
式
（
※
）
は

同
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
減
の
30
・
3
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
格
者
全
体
に
占
め
る
免
除
受
験
者
の
割
合

は
、
合
格
者
1
4
0
人
中
79
人
の
56
・
4
％
で
、
昨
年

度
と
比
較
し
3
・
6
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
）�

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
て
い
る
者
が
、
記
述
式
問
題
及
び
論
文
式

問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

令和7年度管理職選考種別Ⅰ類合格者の発表
及び択一・短答式問題受験の免除者の通知

令和7年度管理職選考実施状況

令和7年度管理職選考　区別・選考区分別合格者数
� （単位：人）

区名
Ⅰ類

合計
事務 技術Ⅰ 技術Ⅱ 技術Ⅲ

千代田 3 3

中　央 6 1 7

港 7 1 1 2 11

新　宿 5 5

文　京 6 1 1 8

台　東 5 5

墨　田 2 1 1 4

江　東 5 1 6

品　川 3 1 4

目　黒 3 1 4

大　田 5 1 6

世田谷 5 4 1 10

渋　谷 5 1 6

中　野 3 2 5

杉　並 3 3

豊　島 3 1 4

北 3 3

荒　川 2 1 3

板　橋 6 2 8

練　馬 1 1 2

足　立 7 1 8

葛　飾 9 2 11

江戸川 4 2 6

特人厚 3 3

特競馬 1 1

清　掃 2 2 4

計 107 14 11 8 140

Ⅰ類（全部及び免除受験方式）

選考区分 受験者数 口頭試問
進出者数 合格者数 合格率

事務
369 203 107 29.0
380 191 105 27.6

技
　
　
術

Ⅰ
50 21 14 28.0
44 21 14 31.8

Ⅱ
52 17 11 21.2
49 22 14 28.6

Ⅲ
29 12 8 27.6
35 11 7 20.0

小計
131 50 33 25.2
128 54 35 27.3

合計
500 253 140 28.0
508 245 140 27.6

上段：令和7年度
下段：令和6年度 Ⅰ類（全部受験方式）

選考区分 受験者数 口頭試問
進出者数 合格者数 合格率

事務
181 79 51 28.2
188 77 49 26.1

技
　
　
術

Ⅰ
27 7 5 18.5
20 6 4 20.0

Ⅱ
20 3 2 10.0
17 6 3 17.6

Ⅲ
11 4 3 27.3
11 1 0   0.0

小計
58 14 10 17.2
48 13 7 14.6

合計
239 93 61 25.5
236 90 56 23.7

上段：令和7年度
下段：令和6年度 Ⅰ類（免除受験方式）

選考区分 受験者数 口頭試問
進出者数 合格者数 合格率

事務
188 124 56 29.8
192 114 56 29.2

技
　
　
術

Ⅰ
23 14 9 39.1
24 15 10 41.7

Ⅱ
32 14 9 28.1
32 16 11 34.4

Ⅲ
18 8 5 27.8
24 10 7 29.2

小計
73 36 23 31.5
80 41 28 35.0

合計
261 160 79 30.3
272 155 84 30.9

上段：令和7年度
下段：令和6年度
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択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
取
得
者

1
6
7
人
が
免
除
資
格
を
取
得

〈
免
除
資
格
の
取
得
者
数
〉

免
除
資
格
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
成
績
が
上

位
30
％
程
度
の
者
に
、
原
則
翌
年
度
以
降
の
3
年
間
、

択
一
・
短
答
式
問
題
の
受
験
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
免
除
対
象
者
（
※
）
6
2
6
人
の
う
ち

1
6
7
人
（
26
・
7
％
）
が
免
除
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。

（
※
）�

免
除
対
象
者
と
は
、
全
部
受
験
方
式
で
受
験
し
、
合
格

に
い
た
ら
な
か
っ
た
者
並
び
に
分
割
受
験
方
式
及
び
前

倒
し
受
験
方
式
で
受
験
し
た
者
を
い
い
ま
す
。

〈
免
除
資
格
の
取
得
率
〉

受
験
方
式
別
で
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
が
27
・

5
％
、
分
割
受
験
方
式
が
24
・
0
％
、
前
倒
し
受
験
方

式
が
27
・
3
％
で
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
前

倒
し
受
験
方
式
の
免
除
資
格
の
取
得
率
が
高
い
で
す

が
、
今
年
度
は
全
部
受
験
方
式
の
免
除
資
格
の
取
得
率

も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

免
除
資
格
の
取
得
者
は
、
今
年
度
の
合
格
率
（
全
部

受
験
方
式
25
・
5
％
、
免
除
受
験
方
式
30
・
3
％
）
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
合
格
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
行
政
需
要
の
拡
大
等
に
よ
り
、
管
理
職
を

担
う
人
材
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
は
、
引
き
続
き
積
極
的
な
受
験
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
の
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
の
受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
勉
強
や
日
常
業
務

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

対象者数（人） 免除者数（人） 免除率（％）

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し
A A1 A2 A3 B B1 B2 B3 B/A B1/A1 B2/A2 B3/A3

事　務 496 125 95 276 127 32 24 71 25.6 25.6 25.3 25.7

技
　
術

Ⅰ 59 21 11 27 15 5 1 9 25.4 23.8 9.1 33.3

Ⅱ 41 17 6 18 17 7 3 7 41.5 41.2 50.0 38.9

Ⅲ 30 8 13 9 8 3 2 3 26.7 37.5 15.4 33.3

小　計 130 46 30 54 40 15 6 19 30.8 32.6 20.0 35.2

合　計 626 171 125 330 167 47 30 90 26.7 27.5 24.0 27.3

注1　対象者数とは、受験者数から合格者数等を除いた数である。
　2　全部とは、全部受験方式で筆記考査全てを受験した者
　3　分割とは、分割受験方式で受験した者
　4　前倒しとは、前倒し受験方式で受験した者

令和7年度管理職選考免除者総括表（選考区分別・受験方式別）
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令和7年　特別区人事委員会　 
職員の給与等に関する報告及び勧告

～若年層に重点を置きつつ、それ以外の職員も昨年を大幅に上回る引上げ改定～
　特別区人事委員会（松原忠義委員長）は、10月14日（火）、各特別区の議会及び区長に対し、職員の給与等に関する報告
及び勧告を行いました。勧告では、職員の月例給及び特別給が民間を下回っていたことによる給料表の引上げ（較差14,860
円　3.80％）、特別給の年間支給月数の0.05月引上げ（4.85月→4.9月）等について言及しました。
　報告及び勧告の概要については、以下のとおりです。

2　人事・給与制度に関する意見

⑴　�未来を切り拓く人材の
確保と育成

◦�多様化する区民の価値観やニーズに対して効果的な施策を展開し、持続可能な都市として更なる発展を遂げてい
くために、任用面と給与面が車の両輪となり、未来を切り拓く人材の確保や育成について取り組まなければなら
ない

⑵　�時代に応じた採用制度
の見直し

■将来を見据えた人材確保策の検討
◦�職員のキャリア形成には、能力を最大限に発揮でき、やりがいを持って長く働き続けることができる環境の確保
が必要

◦�専門性等のある職種では、新卒者の採用とともに経験者採用試験・選考により人材確保に取り組む
◦�公務を通じて得られるスキルや専門性を高めるための成長支援に引き続き積極的に取り組まれたい
■採用環境を踏まえた採用制度の実施
◦�受験者にとって受験しやすい試験・選考の在り方を引き続き検討し、有為な人材の確保に取り組む
◦�Ⅰ類採用試験での内定時期の早期化は人材確保策の一つとして大変有効
■採用PR等の戦略的な展開
◦�確実な人材確保のためには、実際に「働く場」である各区のPR活動が重要
◦�新卒者向けには、実際に働く特別区職員から仕事内容や公務の魅力を伝え、内定者の定着及び採用後の離職防止
を図られたい

◦�転職者向けには、インターネットを活用するとともに公務に転職することの魅力を直接伝える対面の説明会が重要
■障害者の雇用促進
◦�多くの区で現在の法定雇用率を下回っている状況も踏まえ、障害者の活躍推進に関する取組をより一層推し進め
られたい

⑶　人材の育成
■人事評価制度の適切な運用
◦�人事評価の公平性・透明性・納得性を高めていくことが肝要
◦�メリハリのある人事評価を行い、任用面や給与面に適切に反映させていく仕組みについて、早急に確立されたい

1　本年の給与改定

令和7年　特別区人事委員会勧告等の概要

月例給

民間従業員 職　員 差

406,322円 391,462円 14,860円
（3.80％）

月例給 特別給

◦�初任給について、民間企業や国における初任給の動向等を踏まえて引
上げ（改定額：Ⅰ類　12,000円、Ⅲ類　18,300円）
◦�若年層の職員に重点を置きつつ、全ての級及び号給について給料月額
の引上げ

◦�年間の支給月数を0.05月引上げ
◦�支給月数の引上げ分については民間の状況等を考慮し、期末手当及び
勤勉手当に均等に配分

特別区における社会と公務の変化に応じた給与制度の整備
（給与制度のアップデート） 公民較差算出における差額支給者の取扱い

◦�5級（課長級）は、初号近辺の号給をカットし、給料月額を引上げ
◦�6級（部長級）は、初号の給料月額を引き上げつつ、給料月額を刻み
の大きい簡素な号給構成とする。昇給については、勤務成績が特に良
好以上の場合に限り行う。昇給の号給数は、国の内容と同様に見直す

◦�本年の勧告に当たっては、一時的、特例的な措置として、行政系人
事・給与制度の改正に伴う差額支給者（給料月額が各級の最高号給の
金額を超えて差額を支給されている職員）を公民比較対象職員から除
外して公民較差を算出
◦�本年の勧告において執った措置は、常態的に執られるべきものではな
く、本年が最後の実施

※�　公民比較方法については、本年の人事院勧告を踏まえ、本委員会においても、公民比較の対象企業規模を月例給・特別給ともに100人以上とする。

特別給

民間支給割合 職員支給月数 差

4.92月分 4.85月 0.07月
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⑶　人材の育成

■職員の組織的かつ計画的な人材育成
◦�退職者が増加傾向にある若手・中堅職員の働きがい向上に向け、組織や職務の魅力を高める取組が必要
◦�主任職昇任への不安解消に向け、ジョブローテーション等による職員の能力向上のほか、主査の活用も含めた係
長職全体の体制強化に取り組むことが必要

◦�職員の若年化が進む中、1級職・2級職に在籍する知識経験の豊富な職員をより上位の職で活用できるようにする
ことが必要

■管理職・係長職の育成、女性活躍の推進
◦�管理職の安定的な確保のため、管理職選考の受験者確保や、種別Ⅰ類とのバランスを考慮した種別Ⅱ類（指名制）
の実施が必要

◦�女性の活躍を引き出すことは任命権者の責務であり、昇任意欲を阻害している要因を確認し、その改善に向けた
取組を行うことが必要不可欠

◦�管理職・係長職の個人の資質や能力だけに頼るのではなく、その働き方や業務の在り方を更に見直すなど、マネ
ジメント体制の確立に取り組むことが必要

■高年齢層職員の能力及び経験の活用
◦�高年齢層職員が意欲を維持し、その能力を発揮していくには、本人の意向や職務経験に配慮した人員配置を行う
ことが大切

◦�役職定年制の特例任用は、若手・中堅職員の活躍の機会を阻害することのないよう、適切に運用することが必要

（特別区人事委員会事務局）

3　勤務環境の整備等に関する意見

⑴　�誰もが活躍できる勤務
環境づくり

◦�誰もが活躍できる勤務環境の実現に向け、個々の職員の事情に合わせて可能な限り柔軟に働き方を選択すること
ができる職場環境の整備を進めていくことが必要

◦�業務プロセスの見直しやメンタルヘルス対策の推進により、職員の負担感を軽減させるとともに、職員の健康管
理の徹底が求められる

◦�仕事と生活の両立支援、ハラスメントのない職場の実現により、職員が自らの能力を最大限発揮でき、働きがい
や意欲を高めることにつながる

■職員のやりがいや意欲を高める環境づくり
（勤務環境の制度・整備等）
◦�多くの区でテレワーク利用が進んでおり、引き続き各職場の業務実態に合わせて、対象職員や利用場所の拡大等
を検討するとともに、制度の適切な運用を図られたい

◦�フレックスタイム制について、導入済の区や他の地方公共団体、民間企業の事例を参考に、課題の整理をより一
層進めていくことが必要

◦�組織の効率性・生産性を高め、区民サービスの向上に資するよう、業務の見直しを行いながら、各種制度の検討
を進められたい

（仕事と生活の両立支援）
◦�全ての職員が希望する期間の育児休業を取得できるような環境を実現するため、代替職員の弾力的な人員配置の
実施や全職員に向けた情報発信等の取組を進められたい

◦�仕事と育児・介護の両立支援制度の周知の取組の徹底を図るとともに、管理職における制度理解の促進に取り組
み、組織全体で支援体制を整え、職員の不安解消に努められたい

■魅力ある職場の基礎となる勤務環境づくり
（長時間労働の是正）
◦�超過勤務に係る要因の整理・分析・検証の結果を踏まえ、DX推進や人員配置等、様々な方策を駆使することが重要
◦�教職員を取り巻く環境の整備に向け、各区教育委員会による実効性の伴う対策が必要
◦�労働安全衛生法に定める医師による面接指導の確実な実施
◦�日を単位とした年5日の年次有給休暇の確実な取得を促進されたい
（メンタルヘルス対策の推進）
◦�メンタルヘルス対策への取組は、職場の責任者である管理職と産業保健スタッフが連携することが重要
◦�メンタルヘルス対策においては、管理職の役割が重要であり、対応力を向上させるための研修の定期的・計画的
な実施が必要

◦�セルフケアは、メンタルヘルス不調の未然防止に有効であり、これを習得するための研修は重要
（ハラスメントの根絶）
◦�風通しの良い職場環境やハラスメントのない職場の実現に向けた取組を強力に推進することが必要
◦�区の外部にも相談窓口を設置するなど、相談体制の拡充に努められたい
◦�区民等に直接行政サービスを提供する特別区では、カスタマー・ハラスメントは切実な課題であり、その根絶に
積極的に取り組むことが必要

⑵　区民からの信頼の確保 ◦�不祥事に対する早期発見・早期対応の取組と併せて、再発防止策が実効的に機能するよう取り組まれたい
◦�住民全体の奉仕者として自ら考え行動できる職員を育成することで、区民からの信頼の確保に努められたい
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研修名：まちづくり（基礎Ⅱ）（第1回・第2回）
対　象：まちづくりに関連する事業を担当する職員
内　容：�まちづくりについて、具体的な取組が行われている関心の高い事例を通して、事業構

築における考え方、留意点等を学ぶことにより、職務遂行能力の向上を図る。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

栄養士 1月下旬～2月上旬 保健所・保健センター、保育園、福祉施設等に勤務する栄養士

戸籍（中級）①② ①2月上旬
②2月中～下旬 同研修（初級）を修了し、戸籍事務を担当する職務経験2年以上の職員

食品衛生 2月中～下旬 食品衛生監視業務に従事する職員

児童相談所関連研修

面接技法
フォローアップ研修② 2/2（月） NICHDプロトコルに基づく司法面接研修を受講したことがある職員

児童福祉司（応用）Ⅱ 2/10（火）・
2/20（金）

（1）児童福祉司
（2）こども家庭センター職員
（3）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※�虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむね理解できている
職員

調整担当者研修 2月中旬

（1）調整担当者として職務を行う職員で、児童福祉司任用前講習会を修了した者
（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※�児童相談所設置区以外の方も受講できますが、法律で義務付けられた研修を受
講したことを証明する修了証は交付されません。

ステップアップ研修

コミュニケーション
スキルアップ④ 2/2（月） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けたコミュニケー

ションスキルを身につけたい採用2～6年目程度の職員

サポート研修

特別区制度② 2/3（火） 全 職 員 ★�都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴につ
いて、地方自治法等を読み解きながら学びたい職員

試行研修

児童相談所関連
トピックス④ 2月上旬 （1）児童相談所職員、こども家庭センター等の職員

（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員

都区合同研修
【都区共同企画研修】
先進的取組の共有

2月下旬 児童相談所、こども家庭センター等の職員

※紙面の都合上、2月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部1月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法
や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/
index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員研修所からのご案内

2月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

日時：�2月上～中旬	
（各1日間）
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
1月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）
●パンフレットを無料送付いたします。

●�サービス・マーケティング2	
顧客満足のためのサービスシステム� 【講座コード：2541E001】

　「サービス・マーケティング入門」では、サービス商品
とはいったい何なのかという基本的なことを学んできまし
た。この「サービス・マーケティング2」では、「サービ
スをシステムとして組織的に経営し、顧客を満足させ、利
益を上げるためにはどうしたらよいのか」について最新の
マーケティングの理論をやさしく解説していきます。

●サービスの品質と顧客価値の実現
●サービス・マーケティング・ミックス

●サービス・マネジメント・システム
●顧客満足と従業員満足

講　師：小泉 徹　東京都立大学 名誉教授
日　時：�1月19日（月）、26日（月）、	

2月2日（月）、9日（月）	
19：00～20：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�「コンプライアンス」と「知的財産」	
～「知らなかった」では済まされない？～� 【講座コード：2541E002】

　「コンプライアンス」って聞いたことはありませんか？
　「コンプライアンス」という言葉は、企業経営などの実
務においては、しばしば「法令遵守」と翻訳されます。
　「法令遵守」とは、決められたルール（例えば法律な
ど）に従って、社会生活や企業経営などの活動を公正・公
平に行うことを意味します。
　「自分は普段から法律をちゃんと守ってるよ」と思う人
が大半かと思いますが、それでもなお、「コンプライアン
ス」の問題が日々のニュースで報じられることも多くあり
ます。
　今回は、そうした「コンプライアンス」と「知的財産」
がどのように関連するのかについて学ぶキッカケになれば
と思います。

●第1回：「コンプライアンス」について
●第2回：「コンプライアンス」と主な知的財産権について
●第3回：「コンプライアンス」と著作権について
●第4回：�「コンプライアンス」に関する補足事項と全体の

まとめ

講　師：松本 公一　あいわ弁理士法人 弁理士
日　時：�1月22日（木）、29日（木）、	

2月5日（木）、12日（木）	
18：30～20：00（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
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延
命
化
工
事
に
つ
い
て

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で
は
、

清
掃
工
場
22
施
設
（
建
替
中
の
2
施
設

を
含
む
）
を
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
可
燃

ご
み
の
全
量
処
理
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
清
掃
工
場
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
ま
す
。
清
掃
工
場
の
耐
用
年
数
は
25

年
か
ら
30
年
程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
耐
用
年
数
を
迎
え
る
工
場
が
多
く

な
る
た
め
建
替
時
期
の
分
散
化
を
図

り
、
一
部
の
工
場
に
40
年
程
度
ま
で
耐

用
年
数
を
伸
ば
す
延
命
化
工
事
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

新
江
東
清
掃
工
場
の
延
命
化
に

つ
い
て

新
江
東
清
掃
工
場
は
、
平
成
10
年
9

月
に
し
ゅ
ん
工
し
て
27
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
耐
用
年
数
を
40
年
程
度
ま
で

延
伸
し
て
安
定
的
に
稼
働
さ
せ
る
た

め
、
通
常
の
定
期
点
検
補
修
工
事
期
間

で
は
施
工
が
難
し
い
機
器
を
主
な
対
象

と
し
て
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
延
命
化
工
事

を
約
3
・
5
か
年
計
画
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
特
高
真
空
遮
断
器
や
高

圧
・
低
圧
変
圧
器
な
ど
の
電
気
設
備
、

建
築
設
備
の
吸
収
式
冷
凍
機
、
工
場
棟

の
外
壁
改
修
等
を
並
行
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
設
備
の
延
命
化
工
事

令
和
7
年
度
末
か
ら
令
和
10
年
度
に

か
け
て
、
1
号
炉
か
ら
3
号
炉
を
順
次

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
交
換
機
器
の
中

に
は
製
作
に
時
間
が
掛
か
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
令
和
6
年
度
に
契
約
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

通
常
の
定
期
点
検
補
修
工
事
で
は
工

期
が
足
り
な
い
、
大
掛
か
り
な
準
備
が

必
要
と
い
っ
た
設
備
や
、
事
前
の
調
査

や
日
頃
の
点
検
に
お
い
て
不
具
合
が
報

告
さ
れ
て
い
る
機
器
を
中
心
に
改
修
し

て
い
き
ま
す
。

主
な
項
目
と
し
て
、
給
じ
ん
設
備
で

は
、
ご
み
ク
レ
ー
ン
の
巻
上
装
置
、
横

行
・
走
行
装
置
、
横
行
レ
ー
ル
の
交

換
、
ご
み
ホ
ッ
パ
の
交
換
が
あ
り
ま
す
。

焼
却
炉
本
体
設
備
で
は
、
給
じ
ん

フ
ィ
ー
ダ
、
乾
燥
ス
ト
ー
カ
、
ス
タ
ー

ト
バ
ー
ナ
の
交
換
や
油
圧
駆
動
装
置
の

配
管
統
合
等
を
実
施
し
ま
す
。

集
じ
ん
設
備
で
は
、
ろ
過
式
集
じ
ん

器
と
薬
剤
吹
込
み
装
置
や
コ
ン
ベ
ヤ
と

い
っ
た
周
辺
機
器
を
交
換
し
ま
す
。

洗
煙
設
備
で
は
、
蒸
気
式
ガ
ス
再
加

熱
器
を
交
換
し
ま
す
。

発
電
設
備
で
は
、
発
電
機
を
交
換

し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
改
修
し
て
出
力

の
最
適
化
を
図
り
ま
す
。

新江東清掃工場の延命化工事について
～安定的な可燃ごみの全量処理体制に向けて～

新江東清掃工場外観

ごみクレーンとごみホッパストーカ（火格子）

新江東清掃工場延命化工事の工程

注１）これらの他に定期補修工事及び中間点検を実施します。　　注２）△は契約または契約予定時期を表します。

施工計画・機器製作 １号炉工事(7.5カ月)△
機器製作 ２号炉工事(7.5カ月)

機器製作 ３号炉工事(7.5カ月)

施工計画・機器製作 工事△
機器製作 工事

機器製作 工事

外壁等改修工事 外壁等改修工事△ △
吸収式冷凍機更新工事

令和８年度 令和９年度 令和10年度年度 令和６年度 令和７年度

プ
ラ
ン
ト
関
係

建
築
関
係

プラント
設備

電気
設備

設備

外壁

△

新江東清掃工場概要

■焼　却　方　式：全連続燃焼式火格子焼却炉
■施　設　規　模：600トン／日（3炉）
　　　　　　　　　計 1,800トン／日
■発電機定格出力：50,000kW
■煙　　　　　突：高さ約150m
■建　設　年　月：着　　工　平成6年7月
　　　　　　　　　しゅん工　平成10年9月
■敷　地　面　積：約61,000㎡
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建
築
設
備
の
延
命
化
工
事

工
場
施
設
内
の
冷
暖
房
に
使
用
す
る

吸
収
式
冷
凍
機
を
令
和
7
年
度
に
更
新

し
ま
す
。

既
設
の
冷
凍
機
は
必
要
に
応
じ
て
解

体
し
て
か
ら
搬
出
し
、
干
渉
す
る
配
管

等
も
撤
去
、
使
用
し
て
い
た
吸
収
液
も

法
令
に
則
り
適
正
に
処
分
し
ま
す
。

新
し
い
冷
凍
機
を
設
置
後
、
電
気
配

線
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
の

確
認
を
実
施
し
ま
す
。

機
器
の
搬
出
入
に
関
し
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
ル
ー
ト
を
用
い
、
施

設
に
損
傷
を
与
え
な
い
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

電
気
設
備
の
延
命
化
工
事

電
気
設
備
の
更
新
機
器
の
中
に
も
製

作
に
時
間
が
掛
か
る
も
の
が
あ
る
た
め
、

令
和
7
年
度
に
契
約
を
締
結
し
、
令
和

8
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
高
配
電
盤
の
真
空
遮
断
器
や
高
圧

モ
ー
ル
ド
変
圧
器
と
い
っ
た
重
要
機
器

を
中
心
に
、
高
圧
・
低
圧
の
電
気
盤
内

p
p
部
機
器
を
交
換
し
て
い
き
ま
す
。

外
壁
改
修
工
事

外
装
材
の
落
下
等
に
よ
る
事
故
や
漏

水
に
よ
る
機
器
の
損
傷
、
躯
体
劣
化
を

防
止
す
る
た
め
、
外
壁
タ
イ
ル
及
び

シ
ー
リ
ン
グ
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
に
契
約
締
結
し
た
改
修

工
事
で
は
工
場
棟
西
側
と
南
側
、
煙
突

の
外
壁
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
跳
ね
出
し
部
の
ゴ
ン
ド
ラ
レ
ー
ル

や
煙
道
囲
い
ル
ー
バ
ー
及
び
歩
廊
に
つ

い
て
は
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め
補
修
を

行
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
に
予
定
し
て
い
る
改
修

工
事
で
は
工
場
棟
東
側
と
北
側
を
実
施

し
ま
す
。

情
報
提
供

延
命
化
工
事
は
令
和
7
年
度
か
ら
10

年
度
に
か
け
実
施
し
ま
す
。

工
事
に
伴
う
各
焼
却
炉
の
停
止
期
間

は
約
7
・
5
か
月
と
し
て
い
ま
す
。
焼

却
炉
の
停
止
期
間
中
は
ご
み
の
搬
入
制

限
や
東
京
都
夢
の
島
熱
帯
植
物
館
及
び

東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館
（
B
u
m
B
）

へ
の
熱
供
給
の
停
止
、
工
場
見
学
の
中

止
と
い
っ
た
影
響
が
あ
る
た
め
、
関
係

者
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
削
減
効
果

近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
が
重

要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
掃
工

場
で
は
ご
み
焼
却
の
ほ
か
、
焼
却
炉
の

稼
働
に
伴
う
電
力
・
燃
料
の
消
費
等
に

よ
り
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

延
命
化
工
事
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
削
減
の
た
め
、
最
新
機
器
へ
の
交

換
等
に
よ
る
消
費
電
力
の
削
減
の
ほ

か
、
ご
み
焼
却
に
よ
る
発
電
量
を
増
加

さ
せ
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
効
率
化
を
図

る
等
、
積
極
的
に
施
設
の
省
エ
ネ
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
国
の

定
め
る
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
の

交
付
金
等
の
対
象
で
、
国
の
政
策
目
標

の
ひ
と
つ
で
す
。

削
減
効
果
と
し
て
は
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
3
％
以
上
削
減
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
施
設
課
）

蒸気タービン（手前）と発電機（奥）

ゴンドラレール（スリット部）

西側壁面

ごみ怪獣カーネン

東京都夢の島熱帯植物館

清掃工場のお兄さん

お兄さん
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

12 11/10～11/14 8,632,790,870円 998,297人 1,726,558,170円 199,659人 8,650円 96.8% 75.5% 128.3%

（競馬事務局　広報課）

12月29日（月）は東京大賞典（GⅠ）！
東京シティ競馬（TCK）では、12月29日（月）に地方競馬唯一の
GI競走、東京大賞典競走を実施します。毎年12月29日に開催してお
り、競馬ファンの間では年末の風物詩ともなっているビッグレース
です。
昨年は、第26回ジャパンダートクラシック競走の勝馬でもある
フォーエバーヤング号（JRA所属）が並み居る強豪を抑えて優勝。
好メンバーが揃った中で古馬相手に勝ち切った点が高く評価され、
NARグランプリ2024のダートグレード競走特別賞馬にも選出されま
した。今年も、全国から多くの実力馬が集結し、年内最後のGⅠ競走
を盛り上げます。フジテレビ系列での生中継も実施しますので、ぜ
ひご覧ください。
なお、30日（火）は東京シンデレラマイル（SⅢ）、31日（水）は東京2歳優駿牝馬（SⅠ）と、薄暮開催の3日間は連
続して重賞競走が実施されます。一年の締めくくりに、あるいは少し早い来年午年の運勢占いとして、ぜひご家族でお
楽しみください。

第70回優勝馬　フォーエバーヤング号

レース名：第71回東京大賞典（GⅠ）
実施日時：�2025年12月29日（月）第9競走（15：40発走予定）
放送時間：フジテレビ、BSフジ　14：45～16：00

その他の中継情報はこちら▶▶▶

年末3日間は「拉麺（ラーメン）大賞典」！
年末開催の12月29日（月）～31日（水）は、場内でグルメイベント「2025 TCK CLIMAX 拉麺大賞典」を開催します。
全国から選りすぐりの人気店が大井競馬場に大集結！工夫を凝らした自慢の一杯をお楽しみいただけます。ミシュラン
ガイド掲載店や食べログ百名店選出店などの、普段はキッチン
カーでの販売がなく、なかなか食べることができない有名店の特
別出店もありますので、お楽しみに。
一段と冷え込みが厳しくなるこの季節、アツアツのラーメンを
食べながらの競馬観戦は格別です。餃子や小籠包、唐揚げなどの
サイドメニューや生ビールもご用意して、皆様のお越しをお待ち
しています！

出店店舗は日によって異なります。
公式ホームページの
イベント情報からご確認ください▶▶▶
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東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（月）
●2,000m

国内外で活躍してきた実力馬が一堂に会す
る、下半期のダートチャンピオン決定戦です。
TCKの重賞としては東京ダービーと並び
もっとも長い歴史を持つレースで、第45回
（平成11年）以降は毎年12月29日に施行
されており、年末の風物詩としても親しまれ
ています。
第57回（平成23年）からは国際競走として
施行されるようになり、地方競馬では唯一と
なる国際GⅠに格付けされました。IFHA（国
際競馬統括機関連盟）が発表する「世界の
トップ100GⅠレース」にリストアップされる
など、国外のホースマンからも注目を集め
ているレースです。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（火）
●1,600m

南関東所属のトップホースによって争われ
る、3歳勢を含めた牝馬路線のSⅢ競走。第1
回が施行されたのは平成19年で、創設当初
から毎年12月30日に施行されてきました。

金盃
（SⅡ）
●1月28日（水）
●2,600m

南関東所属のトップホースが激突する、古馬
長距離路線のSⅡ競走。大井競馬場で施行
される年明け最初の重賞であると同時に、
日本国内のダート重賞としてはもっとも長
い距離（2,600m）のコースで施行される
レースです。
第1回が施行されたのは昭和31年で、第1
回から第18回（昭和48年）までは2,400
mのコースを、第19回（昭和49年）から第
58回（平成26年）までは2,000mのコー
スを舞台に争われていました。

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（水）
●1,600m

地方競馬所属の若駒によって争われる、2歳
戦線の牝馬限定重賞。第1回が施行された
のは昭和52年で、創設当初から12月に施
行されており、第26回（平成14年）から第
30回（平成18年）までは毎年12月30日
に、第31回（平成19年）以降は毎年12月
31日に施行されてきました。

浦和競馬開催 東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京2歳優駿牝馬

大井競馬開催

　12月29日（月）の東京大賞典（GⅠ）に合わせ、今年も特
設サイトがオープンしました。カギとなる前哨戦の成績や直前
情報、各種イベント情報などを順次、更新予定！情報盛りだく
さんでお届けします。ぜひご覧ください。

～運命のトキがくる。～
東京大賞典特設サイトオープン

東京大賞典
特設サイトはこちら▶▶

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

競馬開催日

大　　　井

浦　　　和

船　　　橋

川　　　崎

船橋競馬開催

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 　 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

12月の開催予定 1月の開催予定

大井競馬開催 大井競馬開催

金盃


